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前号で事業の３ヶ年の実施計画の概要をお知らせしました。本号では事業の進捗状況の

定期的な確認や改善の仕組みについて掲載します。

１ 進捗状況の定期的な確認

（１）学校内での確認

ア 新学科設置準備委員会における進捗状況の報告

イ 自己評価の実施

・教員による評価（アンケートの実施）

・生徒による評価（アンケートの実施）

・コンソーシアム構成員による評価（アンケートの実施）

・目標指標に基づく成果（「北海道高等学校学力学習状況等調査」の分析）

（２）運営指導委員会での確認

・年２回の運営指導委員会における進捗状況の報告

・年度末の運営指導委員会において学校の自己評価の妥当性について評価を実施

（３）コンソーシアム会議での確認

・年２回のコンソーシアム会議において連携・協働体制を評価し、改善等に向けた

協議

（４）生徒の研究成果発表会における確認

・年１回開催する生徒の研究成果発表会において教員、コンソーシアム構成員、地

域住民、道教委が参加し、生徒の学びの深まりについて評価を実施

２ 事業の改善の仕組み

（１）校内体制

・進捗状況の報告や自己評価を基に、新学科設置準備委員会を中心としたカリキュ

ラムの研究・開発の課題解決に向けて対応する。

・その際、校内の各分掌及びコンソーシアム構成員等との連絡・調整については、

コーディネーターが中心となって行う。

（２）運営指導委員会

・第１回の運営指導委員会における進捗状況報告を基に、目指すべき方向性等につ

いて指導助言するとともに、必要な情報提供を行う。

・第２回の運営指導委員会における進捗状況報告及び学校の自己評価を基に、課題

とされる事項について、解決方策について指導助言を行う。

（３）管理機関

教育局の指導主事が年２回訪問し、事業の取組状況の把握や効果的な取組につい

て指導助言を行う。


